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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　仕様に応じた内装体が選択的に収容され、後端部に前記内装体に連結された接続部が設
けられた体腔内に挿入されて使用に供される複数種の挿入部と、
　前記複数種の挿入部の接続部が選択的に着脱可能に形成される該接続部のうちの最大径
寸法以上の径を有した内装体接続部が設けられ、且つ装着された前記複数種の挿入部をそ
れぞれ作動操作する操作部が設けられた内視鏡本体と、
　前記複数種の挿入部の接続部が選択的に前記内視鏡本体の内装体接続部に装着された状
態で相互間を結合する結合機構と、
　を具備することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記複数種の挿入部の接続部は、径寸法が異なる第１の接続部と、電気接点数の異なる
第２の接続部とで構成され、前記内視鏡本体の内装体接続部は、前記第１の接続部の最大
径と同寸法に設定された第１の内装体接続部と、前記第２の接続部の最大電気接点数と同
数に設定された第２の内装体接続部とで構成されることを特徴とする請求項１記載の内視
鏡装置。
【請求項３】
　前記第１の接続部に接続される内装体は、光伝送路又はチャンネルであり、前記第２の
接続部に接続される内装体は、接続ケーブルであることを特徴とする請求項２記載の内視
鏡装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えば生体臓器等の内部を観察したり、術部の処置に供される内視鏡装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、内視鏡装置においては、生体臓器内等に挿入される挿入部が内視鏡本体に装着
され、内視鏡本体に配された操作部を操作して挿入部を操作することにより、所望の処置
等が行われている。この挿入部は、その先端に対物部を配した可撓部が設けられ、内視鏡
本体を構成する操作部にロックカバーを介して分離可能に組付けられる（例えば、特許文
献１参照。）。このような挿入部は、例えば生体臓器等に挿入されて、その対物部を介し
て所定部を照明すると共に、その光学像を取り込んで撮像部で光学像を電気信号に変換し
、その電気信号を操作部側に伝送して表示画像として取得する。
【０００３】
　ところで、このような内視鏡装置は、通常、挿入部と内視鏡本体との関係が一対一の関
係を有しており、観察・処置形態に応じた多数の内視鏡構造のものを用意しておいて、処
置形態に応じて、最適な内視鏡構造のものを選択して使用に供する方法が採られている。
そして、観察や処置に供した内視鏡装置は、使用後、その挿入部が、洗浄、消毒、滅菌処
理されて、次回の使用に供される。
【特許文献１】特開２００１－２５８８１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記内視鏡装置では、観察・処置形態に応じた数だけ用意して置かなけ
ればならないために、その保管管理が面倒であり、その使い勝手が劣るという問題を有す
る。
【０００５】
　この発明は上記の事情に鑑みてなされたもので、簡易な構成で、異種の挿入部の交換装
着を実現し得ようにして、使い勝手の向上を図り得るようにした内視鏡装置を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明は、仕様に応じた内装体が選択的に収容され、後端部に前記内装体に連結され
た接続部が設けられた体腔内に挿入されて使用に供される複数種の挿入部と、前記複数種
の挿入部の接続部が選択的に着脱可能に形成される該接続部のうちの最大径寸法以上の径
を有した内装体接続部が設けられ、且つ装着された前記複数種の挿入部をそれぞれ作動操
作する操作部が設けられた内視鏡本体と、前記複数種の挿入部の接続部が選択的に前記内
視鏡本体の内装体接続部に装着された状態で相互間を結合する結合機構とを備えて内視鏡
装置を構成した。
【０００７】
　上記構成によれば、複数種の挿入部は、その仕様に応じた内装体に連結された接続部が
それぞれ設けられ、その接続部を内視鏡本体の内装体接続部に選択的に装着すると、相互
間が結合機構を介して使用可能に結合される。従って、複数種の挿入部を選択的に同一の
内視鏡本体の内装体接続部に装着することが可能となり、内視鏡本体の援用化が図れて、
使い勝手の向上が図れる。
【発明の効果】
【００１０】
　以上述べたように、この発明によれば、簡易な構成で、異種の挿入部の交換装着を実現
し得ようにして、使い勝手の向上を図り得るようにした内視鏡装置を提供することができ
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る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、この発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。
【００１２】
　図１は、この発明の一実施の形態に係る内視鏡装置を示すもので、内視鏡本体１０には
、仕様の異なる、例えば図示しない臓器に挿入される異種の第１及び第２の挿入部２０，
３０（図２及び図３、図４及び図５参照）が交換式に装着される。
【００１３】
　この内視鏡本体１０には、図２乃至図５に示すようにその先端に接続部を構成する第１
乃至第３の嵌合穴１０１～１０３が設けられ、これら第１乃至第３の嵌合穴１０１～１０
３には、内装体である照明光伝送用ライトガイドファイバーと称する光伝送路１１、チャ
ンネル１２及び接続ケーブル１３の先端部が光伝送路用口金１１１、チャンネル用口金１
２１及び接続コネクタ１３１を介して取付けられる。そして、この内視鏡本体１０には、
その第１乃至第３の嵌合穴１０１～１０３に周囲に結合機構を構成する結合凹部１０４及
び案内凹部１０５が設けられる。
【００１４】
　上記第１及び第２の挿入部２０，３０は、それぞれ先端部２０１，３０１、湾曲部２０
２，３０２及び軟性管部２０３，３０３が連接されて構成され、内装体として、仕様の異
なる第１及び第２の光伝送路２１，３１、第１及び第２のチャンネル２２，３２、第１及
び第２の接続ケーブル２３，３３が内装される。
【００１５】
　これら第１及び第２の光伝送路２１，３１、第１及び第２のチャンネル２２，３２は、
第１の挿入部２０に内装される第１の光伝送路２１及び第１のチャンネル２２の径（直径
）が、第２の挿入部３０に内装される第２の光伝送路３１及び第２のチャンネル３２の径
（直径）に比して径大に形成され、その第２の光伝送路３１及び第２のチャンネル３２の
径（直径）が内視鏡本体１０の光伝送路１１、チャンネル１２の径以下（図２及び図３に
おいては、第１の光伝送路２１及び第１のチャンネル２２の径と同寸法）に設定される。
即ち、内視鏡本体１０の光伝送路１１、チャンネル１２の径は、第１及び第２の挿入部２
０，３０の第１及び第２の光伝送路２１，３１、第１及び第２のチャンネル２２，３２の
各径以上に設定される。
【００１６】
　ここで、上記内視鏡本体１０の光伝送路１１は、その単位面積当たりの本数が所定数に
設定される。そして、上記第１及び第２の挿入部２０，３０の第１及び第２の光伝送路２
１，３１は、その直径が上記内視鏡本体１０の光伝送路１１の直径以下で、単位面積当た
りの本数が同数以下に設定される。
【００１７】
　また、上記第１及び第２の接続ケーブル２３，３３は、その第１の接続ケーブル２３の
芯線数が第２の接続ケーブル３３の芯線数より多く、内視鏡本体１０の接続ケーブル１３
の芯線数以下（図２及び図３においては、第２の接続ケーブルの芯線数と同数）に設定さ
れる。この第１及び第２の接続ケーブル２３，３３は、第１及び第２の挿入部２０，３０
に内装されて該第１及び第２の挿入部２０、３０の先端部２０１，３０１で取り込んだ光
学像が結像される図示しない撮像部に電気的に接続される。
【００１８】
　さらに、第１及び第２の挿入部２０，３０は、その基端に接続部２０４，３０４がそれ
ぞれ設けられる。このうち第１の挿入部２０の接続部２０４には、光伝送用口金２１１、
チャンネル用口金２２１及び接続コネクタ２３１が上記内視鏡本体１０の光伝送路用口金
１１１、チャンネル用口金１２１及び接続コネクタ１３１に対応して設けられ、この光伝
送用口金２１１、チャンネル用口金２２１及び接続コネクタ２３１には、上記第１の光伝
送路２１、第１のチャンネル２２及び第１の接続ケーブル２３が取付けられる。この場合
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、第１の挿入部２０の接続コネクタ２３１は、その電気接点数が、例えば内視鏡本体１０
の接続コネクタ１３１の電気接点数と同数となる。
【００１９】
　他方の第２の挿入部３０の接続部３０４には、同様に光伝送用口金３１１、チャンネル
用口金３２１及び接続コネクタ３３１が上記内視鏡本体１０の光伝送路用口金１１１、チ
ャンネル用口金１２１及び接続コネクタ１３１に対応して設けられ、この光伝送用口金３
１１、チャンネル用口金３２１及び接続コネクタ３３１には、上記第２の光伝送路３１、
第２のチャンネル３２及び第２の接続ケーブル３３が取付けられる。このうちチャンネル
用口金３２１には、その先端部に先端方向に幅広に傾斜されて内視鏡本体１０のチャンネ
ル用口金１２１の内径と略同寸法の穴径となる変換用傾斜部３２２が形成される。そして
、この第２の挿入部３０の接続コネクタ３３１は、その電気接点数が、例えば内視鏡本体
１０の接続コネクタ１３１の電気接点数より少なくなる。
【００２０】
　また、上記第１及び第２の挿入部２０，３０には、同様に結合機構を構成する弾性変形
自在な結合部２０５，３０５及び結合用案内凸部２０６，３０６が上記内視鏡本体１０の
結合凹部１０４及び案内凹部１０５に対向して設けられる。この結合部２０５，３０５及
び結合用案内凸部２０６，３０６は、第１及び第２の挿入部２０，３０の各接続部２０４
，３０４の光伝送用口金２１１，３１１、チャンネル用口金２２１，３２１、接続コネク
タ２３１，３３１が内視鏡本体１０の光伝送路用口金１１１、チャンネル用口金１２１、
接続コネクタ１３１に向けて押し込まれると、先ず案内凸部２０６，３０６が内視鏡本体
１０の案内凹部１０５に案内されて同方向に移動され、結合部２０５，３０５がその弾性
力により内視鏡本体１０の結合凹部１０４に弾性係合される。この状態で、第１及び第２
の挿入部２０、３０は、内視鏡本体１０に位置決めされた状態で装着される。なお、結合
部２０５，３０５は、硬性を有し、結合部２０５，３０５及び結合用案内凸部２０６，３
０６が互いにねじ嵌合することにより結合機構を構成してもよい。
【００２１】
　上記内視鏡本体１０には、例えば湾曲レバー等の配される操作部１が操作自在に設けら
れ、この操作部１の操作により、その接続部に装着された第１及び第２の挿入部２０，３
０の湾曲部２０２，３０２を湾曲操作したり、第１及び第２の挿入部２０，３０の機能切
り替え操作等が行われる。そして、この内視鏡本体１０の基端には、ユニバーサルコード
２を介してライトガイドコネクタ３が接続される。このライトガイドコネクタ３には、光
入力部４が設けられ、この光入力部４には、図示しない光源に接続される。また、ライト
ガイドコネクタ３には、ビデオコネクタ５がビデオケーブル６を介して接続され、このビ
デオコネクタ５には、図示しない表示モニターが接続される。
【００２２】
　上記構成において、仕様の異なる第１及び第２の挿入部２０，３０は、交換式に接続部
２０４，３０４の光伝送用口金２１１，３１１、チャンネル用口金２２１，３２１、接続
コネクタ２３１，３３１を内視鏡本体１０の光伝送路用口金１１１、チャンネル用口金１
２１及び接続コネクタ１３１に向けて押し込み操作する。すると、第１及び第２の挿入部
２０，３０は、先ず案内凸部２０６，３０６が内視鏡本体１０の案内凹部１０５に挿入さ
れて該案内凹部１０５に案内されて同方向に移動され、所定の位置まで侵入した状態で、
結合部２０５，３０５がその弾性力により内視鏡本体１０の結合凹部１０４に弾性係合さ
れる。この状態で、第１及び第２の挿入部２０，３０は、内視鏡本体１０に位置決めされ
て装着される。
【００２３】
　ここで、第１及び第２の挿入部２０，３０の各接続部２０４，３０４の光伝送用口金２
１１，３１１、チャンネル用口金２２１，３２１、接続コネクタ２３１，３３１は、内視
鏡本体１０の光伝送路用口金１１１、チャンネル用口金１２１、接続コネクタ１３１に結
合されて装着が完了される。
【００２４】
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　この組付け状態において、内視鏡本体１０は、装着した第１あるいは第２の挿入部２０
，３０に応じた所望の仕様形態での使用が可能に構成される。ここで、内視鏡本体１０は
、その光伝送路１１１の直径及び単位面積当たりのファイバー本数が、第１及び第２の挿
入部２０，３０の内装体である第１及び第２の光伝送路２１，３１の径以上及びその単位
面積当たりのファイバー本数が多く設定してあることで、相互間の光学的な結合が高精度
に行われる。同時に、チャンネル１２は、その径が第１及び第２の挿入部２０，３０の第
１及び第２のチャンネル２２，３２の径以上に設定されていることで、その結合状態にお
いて、例えば鉗子等の挿通に支障を来たすようなことがない。また、変換用傾斜部３２２
が形成されていることで、例えば鉗子等の挿通がスムーズに行える。
【００２５】
　ここで、内視鏡本体１０の接続コネクタ１３１は、第１の挿入部２０が装着された状態
で、その電気接点の全てに第１の挿入部２０の接続コネクタ２３１の電気接点が接続され
（図２及び図３参照）、第２の挿入部３０が装着された状態で、その電気接点の一部に該
第２の挿入部３０の接続コネクタ３３１の電気接点が接続されない開放接点が存在される
（図４及び図５参照）。
【００２６】
　このように、上記内視鏡装置は、第１及び第２の挿入部２０，３０が装着される操作部
１を有する内視鏡本体１０に、この第１及び第２の挿入部２０，３０に内装する第１及び
第２の光伝送体２１，３１、第１及び第２のチャンネル２２，３２の径以上の光伝送路１
１、チャンネル１２を内装し、この内視鏡本体１０に対して第１及び第２の挿入部２０，
３０を交換式に装着するように構成した。
【００２７】
　これによれば、第１及び第２の挿入部２０，３０には、内視鏡本体１０に配される光伝
送路１１、チャンネル１２の径以下の第１及び第２の光伝送体２１，３１、第１及び第２
のチャンネル２２，３２を配していることにより、仕様が異なる異種の第１及び第２の挿
入部２０，３０においても、内視鏡本体１０の接続部への着脱が可能となる。この結果、
内視鏡本体１０の援用化が図れて保管管理の軽減化が図れ、その使い勝手の向上が実現さ
れる。
【００２８】
　また、第１及び第２の挿入部２０，３０には、内視鏡本体１０に配される接続コネクタ
１３１の電気接点数以下の接点数を有する接続コネクタ２３１，３３１を配していること
により、仕様の異なる第１及び第２の挿入部２０，３０を交換式に内視鏡本体１０に装着
することが可能となる。この結果、内視鏡本体１０の援用化が図れて保管管理の援用化が
図れ、その使い勝手の向上が図れる。
　なお、この発明は上記実施の形態に限ることなく、例えば上記第２の挿入部３０の如く
内視鏡本体１０の接続コネクタ１３１の電気接点数より、電気接点数が少ない接続コネク
タ３３１を配する場合には、その接続コネクタ３３１に、接地部位（グランドライン）に
接続したグランド接点を付加して、このグランド接点を、内視鏡本体１０の接続コネクタ
１３１に装着した状態で、該接続コネクタ１３１の電気接点の開放接点に接続するように
構成しても良い。このグランド接点を付加するように構成した場合には、内視鏡本体１０
を含めて電気・磁気的安定性に促進を図ることが可能となり、さらに有効な効果が期待さ
れる。
【００２９】
　また、上記実施の形態では、接続構造として、内視鏡本体１０に第１乃至第３の嵌合穴
１０１～１０３を設けて、第１及び第２の挿入部２０，３０に光伝送用口金２１１，３１
１、チャンネル用口金２２１，３２１、接続コネクタ２３１，３３１を突出して配し、相
互間の装着を行うように構成した場合について説明したが、これに限ることなく、第１及
び第２の挿入部２０，３０の接続部２０４，３０４に嵌合穴を設けるように構成すること
も可能である。
【００３０】



(6) JP 4709528 B2 2011.6.22

10

20

30

40

50

　さらに、上記実施の形態では、仕様の異なる２種類の第１及び第２の挿入部２０，３０
を内視鏡本体１０に交換式に装着するように構成した場合を代表して説明したが、この数
に限ることなく、さらに多くの挿入部を交換式に装着し得るように構成することも可能で
ある。
【００３１】
　よって、この発明は、上記実施の形態に限ることなく、その他、実施段階ではその要旨
を逸脱しない範囲で種々の変形を実施し得ることが可能である。さらに、上記実施形態に
は、種々の段階の発明が含まれており、開示される複数の構成要件における適宜な組合せ
により種々の発明が抽出され得る。
【００３２】
　例えば実施形態に示される全構成要件から幾つかの構成要件が削除されても、発明が解
決しようとする課題の欄で述べた課題が解決でき、発明の効果で述べられている効果が得
られる場合には、この構成要件が削除された構成が発明として抽出され得る。
【００３３】
　また、この発明は、上記各実施の形態によれば、次のような構成を得ることもできる。
【００３４】
　　　（付記１）
　体腔内に挿入され、後端部に内装体の接続部が設けられた挿入部と、
　前記挿入部の内装体の接続部が着脱自在に装着される、該挿入部の内装体の径以上の径
を有する内装体の接続部が設けられた前記挿入部を作動操作する操作部を有した内視鏡本
体と、
　を具備することを特徴とする内視鏡装置。
【００３５】
　　　（付記２）
　前記挿入部の接続部が前記内視鏡本体の接続部に装着された状態で相互間を結合する結
合機構を備えることを特徴とする付記１記載の内視鏡装置。
【００３６】
　　　（付記３）
　前記内視鏡本体の接続部には、内装体の径以下の内装体の設けられる接続部を有した仕
様の異なる挿入部が交換式に着脱されることを特徴とする付記１又は２記載の内視鏡装置
。
【００３７】
　　　（付記４）
　前記内装体は、ライトガイドファイバーであることを特徴とする付記１乃至３のいずれ
か記載の内視鏡装置。
【００３８】
　　　（付記５）
　前記ライトガイドファイバーは、前記内視鏡本体の単位面積当たりの本数が、前記挿入
部の単位面積当たりの本数より多く設定されることを特徴とする付記４記載の内視鏡装置
。
【００３９】
　　　（付記６）
　前記内装体は、チャンネルであることを特徴とする付記１乃至３記載の内視鏡装置。
【００４０】
　　　（付記７）
　前記チャンネルには、前記挿入部の接続部に前記内視鏡本体の接続部の相互を連結する
結合部が設けられることを特徴とする付記６記載の内視鏡装置。
【００４１】
　　　（付記８）
　体腔内に挿入され、後端部に内装体の複数の電気接点が並設された接続部が設けられた
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　前記挿入部の接続部が装着され、該接続部の複数の電気接点が着脱自在に接続される該
複数の電気接点の接点数以上の電気接点が並設される接続部を設けた前記挿入部を作動操
作する操作部を有した内視鏡本体と、
　を具備することを特徴とする内視鏡装置。
【００４２】
　　　（付記９）
　前記挿入部の接続部が前記内視鏡本体の接続部に装着された状態で相互間を結合する結
合機構を備えること特徴とする付記８記載の内視鏡装置。
【００４３】
　　　（付記１０）
　前記内装体は、撮像部に接続されるケーブルであり、前記接続部は、接続コネクタであ
ることを特徴とする付記８又は９記載の内視鏡装置。
【００４４】
　　　（付記１１）
　前記内視鏡本体の接続部には、その電気接点の接点数以下の電気接点を配した接続部を
有する仕様の異なる挿入部が交換式に着脱されることを特徴とする付記８乃至１０記載の
内視鏡装置。
【００４５】
　　　（付記１２）
　前記挿入部の接続部には、前記複数の電気接点に加えて、前記内視鏡本体の接続部の複
数の接点の開放接点に接続されるグランド接点を設け、このグランド接点を前記挿入部の
接地部位に接続したことを特徴とする付記９乃至１１記載の内視鏡装置。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】この発明の一実施の形態に係る内視鏡装置の構成を説明するために示した構成説
明図である。
【図２】図１の第１の挿入部を内視鏡本体から分離させた分離状態を示した断面図である
。
【図３】図１の第１の挿入部を内視鏡本体に装着した装着状態を示した断面図である。
【図４】図１の第２の挿入部を内視鏡本体から分離させた分離状態を示した断面図である
。
【図５】図１の第２の挿入部を内視鏡本体に装着した装着状態を示した断面図である。
【符号の説明】
【００４７】
　１…操作部、２…ユニバーサルコード、３…ライトガイドコネクタ、４…光入力部、５
…ビデオコネクタ、６…ビデオケーブル、１０…内視鏡本体、１０１～１０３…第１乃至
第３の嵌合穴、１０４…結合凹部、１０５…案内凹部、１１…光伝送路、１１１…光伝送
路用口金、１２…チャンネル、１２１…チャンネル用口金、１３…接続ケーブル、１３１
…接続コネクタ、２０…第１の挿入部、３０…第２の挿入部、２０１，３０１…先端部、
２０２，３０２…湾曲部、２０３，３０３…軟性管部、２０５，３０５…結合部、２０６
，３０６…案内凸部、２１…第１の光伝送路、２１１…光伝送用口金、３１…第２の光伝
送路、３１１…光伝送用口金、２２…第１のチャンネル、２２１…チャンネル用口金、３
２…第２のチャンネル、３２１…チャンネル用口金、３２２…傾斜部、２３…第１の接続
ケーブル、２３１…接続コネクタ、３３…第２の接続ケーブル、３３１…接続コネクタ。
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